
岡山大学A
アラムナイ

lumni（全学同窓会）会報

lumni 2

●�岡山大学Alumni（全学同窓会）
　に寄せて� 2
●�Alumniの事業� 3
●�第２回岡山大学Alumni（全学同窓会）総会・
岡山大学ホームカミングデイ� 5

●�Alumni支部からのお知らせ� 6
●アクティブ岡大人� 7

●学生のサークル紹介� 9
●岡山大学通信� 10
●学部等同窓会からのお知らせ� 13
●寄稿� 15
●�「岡大アラムナイネット」を開設しま
した！� 16

2015

Vol.

contents

A



岡山大学Alumni（全学同窓会）会報 vol.2 2

　

平
成
18
年
に
誕
生
し
た
岡
山
大
学
同

窓
会
は
、
小
長
啓
一
会
長
、
森
田
潔
学

長
の
方
針
を
基
に
平
成
25
年
10
月
、

A
lum

ni

と
し
て
組
織
を
替
え
再
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
即
ち
、
岡
山
大
学

の
知
の
営
み
に
関
与
し
た
全
て
の
方
々

（
卒
業
生
、
在
学
生
、
留
学
生
、
教
職

員
等
）
を
構
成
員
と
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
既
に
総
会
、
会
報
、
或
い
は
各

学
部
同
窓
会
等
を
通
じ
て
お
伝
え
し
て

い
ま
す
が
、
十
分
周
知
さ
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、A

lum
ni

の
活
性
化
を
図
る
た
め
にA

lum
ni

の

支
部
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
は

東
京
支
部
と
愛
媛
県
支
部
が
結
成
さ
れ
、

こ
の
他
、
名
古
屋
、
大
阪
、
高
松
、
広

島
、
福
山
に
も
設
置
を
検
討
中
で
す
。

各
地
区
で
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
平
成
26
年
度
のA

lum
ni

の

事
業
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
整
備
、
岡

大
ア
ラ
ム
ナ
イ
ネ
ッ
ト
の
導
入
、
支
部

活
動
支
援
、
学
生
支
援
（
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
支
援
、
就
職
活
動
支
援
）、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
支
援
の
実
施
、

会
報
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行

等
、
一
層
の
充
実
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鶴
翔
会
に
つ
い
て
は
、
医
学

部
と
一
体
と
な
っ
て
医
学
部
創
立
１
５

０
周
年
記
念
事
業
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
お
り
、
卒
業
生
を
は
じ
め
多
く
の
個

人
・
団
体
か
ら
基
金
へ
の
ご
芳
志
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
11
月
に

は
福
武
教
育
文
化
振
興
財
団
の
ご
寄
付

に
よ
り
医
学
部
正
門
近
く
に
「
Ｊ
ホ
ー

ル
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
地
域
に
開
か

れ
た
大
学
を
目
指
す
岡
山
大
学
と
し
て
、

こ
の
ホ
ー
ル
は
内
外
の
多
く
の
団
体
に

利
用
さ
れ
大
変
好
評
で
す
。

　

な
お
、
鶴
翔
会
の
法
人
化
問
題
が
喫

緊
の
要
事
に
な
り
ま
し
た
。
鶴
翔
会
事

務
局
は
現
在
、
岡
山
医
学
会
、
鶴
翔
会
、

岡
山
大
学
関
連
病
院
長
会
、
岡
山
大
学

医
師
会
の
４
つ
の
任
意
団
体
の
業
務
を

担
当
し
て
い
ま
す
が
、
公
益
法
人
制
度

改
革
（
平
成
20
年
）
に
よ
り
、
任
意
団

体
と
し
て
続
け
る
こ
と
に
つ
い
て
社
会

的
な
制
約
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

平
成
27
年
４
月
よ
り
４
団
体
は
、
鶴
翔

会
を
母
体
と
し
た
１
つ
の
法
人
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
岡
山
大
学

並
び
にA

lum
ni

の
更
な
る
発
展
を
祈

念
致
し
て
お
り
ま
す
。

プロフィール �
小谷　秀成（こだに　ひでなり）
岡山市出身、岡山大学医学部卒業後、第二内科入局。1966年　
医院開業。
1986年　岡山市医師会長。2000年　岡山県医師会長、川崎学
園理事、岡山県健康づくり財団理事長。2005年　岡山大学経営
協議会委員、岡山大学学長選考会議委員。現在、岡山大学
Alumni（全学同窓会）副会長、鶴翔会（医学部同窓会）副会長。

岡山大学Alumni（全学同窓会）
に寄せて

岡山大学Alumni（全学同窓会）副会長
鶴翔会（医学部同窓会）副会長

小谷 秀成

―Alumniの前進と鶴翔会（医学部同窓会）の新たな動き―
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Alumniの�事業
　平成25年10月に設立されたAlumniにとって、平成26年度はス
タートアップの年となりました。始動した各種事業の中から、２つ
の事業についてご案内とご報告をいたします。

支
部
活
動
活
性
化
支
援
事
業�

　
昨
年
、
岡
山
大
学Alum

ni

（
全
学
同
窓
会
）
の
支
部
設
置
に
と
も
な
い
、
支
部
活
動
活

性
化
支
援
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
学
部
間
や
異
業
種
交
流
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

会
員
を
増
や
す
活
動
な
ど
、
支
部
組
織
の
活
動
活
性
化
に
つ
な
が
る
企
画
に
対
し
て

Alum
ni

が
経
費
的
な
支
援
を
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
募
集
・
選
考
の
結
果
、
東
京
支
部
の
企
画
が
選
ば
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
実
施
状

況
を
報
告
し
ま
す
。

岡
山
大
学Alum

ni

（
全
学
同
窓
会
）

東
京
支
部
　
事
務
局
長

（
岡
山
大
学
法
文
学
部
　
昭
和
51
年
卒
）

�

竹�

原
　
啓�

二

　

今
般A

lum
ni
支
部
活
動
活
性
化
に
関
す

る
支
援
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
東
京
支
部

で
は
新
し
い
Ｏ
Ｂ
会
員
の
登
録
促
進
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

背
景

　

近
年
、
国
立
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

激
変
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
様
な
環
境
の
激

変
期
に
お
き
ま
し
て
、
私
達
Ｏ
Ｂ
の
力
を
改

め
て
結
集
し
て
大
学
を
支
援
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
平
成
25
年
に
こ
れ
ま
で
の
学
部

同
窓
会
の
活
動
に
加
え
、
学
部
横
断
の
組
織

と
し
てA

lum
ni

が
発
足
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
活
動
を
さ
ら
に
全
国
各
地
に
広
め
る

べ
く
、
昨
年
は
東
京
支
部
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

具
体
策

　

20
代
か
ら
50
代
の
い
わ
ゆ
る
現
役
世
代
の

Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
転
勤
、

転
居
な
ど
で
大
学
本
部
と
連
絡
が
つ
か
な
い

方
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
と
は
違

う
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
を
活
用
し
た
再
登
録
、
新

規
登
録
の
仕
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
り

ま
す
。

Facebook

（
Ｆ
Ｂ
）の
活
用

　

ま
ず
は
、
Ｆ
Ｂ
を
活
用
し
、
岡
山
大
学
出

身
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
方
が
Ｆ
Ｂ
を

利
用
し
ま
す
と
、
自
動
的
に
岡
山
大
学
の
イ

ベ
ン
ト
、
同
窓
会
の
告
知
、
同
窓
会
へ
の
登

録
案
内
等
が
告
知
さ
れ
る
と
い
っ
た
具
体
的

な
手
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
当
面
、
ト
ラ

イ
ア
ル
的
に
実
施
し
、
以
降
、
効
果
検
証
を

行
う
予
定
で
す
。

皆
様
へ
の
お
願
い

　

皆
様
の
お
近
く
で
、
同
窓
会
の
案
内
が
来

な
い
等
の
関
東
圏
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
左
記
の
東
京
支
部
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

岡
山
大
学Alum

ni

（
全
学
同
窓
会
）

東
京
支
部
事
務
局

〒
１
０
４-

０
０
３
１

東
京
都
中
央
区
京
橋
一
丁
目
５-

５

京
橋
共
同
ビ
ル
１
階

（
岡
山
大
学
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３-

６
２
２
５-

２
９
０
５

http://w
w
w
.okayam

a-u.ac.jp/tp/
alum

ni/satellite_office.htm
l



岡山大学Alumni（全学同窓会）会報 vol.2 4

Alumniの事業

環
境
理
工
学
部
・

環
境
管
理
工
学
科
　
在
学
中

�

渋�

谷
　
直�

樹

　

私
は
、
２
０
１
４
年
８
月
１
日
か
ら
８
月

７
日
に
渡
っ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ
ン
ペ
ン

で
開
催
さ
れ
た
第
５
回
国
際
学
生
リ
ー
ダ
ー

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
世
界
中
、
特
に
ア
ジ
ア
地
域

か
ら
約
７
０
０
人
以
上
の
学
生
が
集
ま
り
、

私
も
岡
山
大
学
・
法
学
部
の
前
田
君
、
経
済

学
部
の
佐
々
木
君
の
３
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
趣
旨
は
「
持
続

可
能
な
社
会
を
目
指
し
、
世
界
で
貢
献
す
る

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」で
、主
に
ス
ピ
ー

チ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、国
際
交
流
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
チ
はC

N
N

 H
eroes

に
選
出
さ
れ
た
人
物
や
、TED
に
出
演
し

た
こ
と
の
あ
る
著
名
人
に
よ
り
行
わ
れ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
し
て
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

子
供
と
の
触
れ
合
い
、
環
境
保
護
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
１
秒
１
秒
の

時
間
の
濃
さ
は
日
本
に
い
る
と
き
の
何
十
倍

も
あ
り
、
今
ま
で
の
自
分
の
人
生
の
中
で
最

も
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と
断
定
で
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
英
語
に
関
し
て
は
ホ
テ
ル
の
ル
ー

ム
メ
イ
ト
も
外
国
人
で
あ
っ
た
た
め
、
起
床

の
瞬
間
か
ら
寝
る
瞬
間
ま
で
、
ど
こ
に
い
て

も
一
日
中
英
語
漬
け
で
、
自
分
の
英
語
の
足

り
な
い
部
分
、
改
善
点
を
見
つ
け
、
大
き
な

進
歩
を
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
自
分
に
と
っ

て
最
も
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
の
が
、
自
分
の

日
常
面
で
の
帰
国
後
の
変
化
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ま
っ
た
く
新
し
い
自
分
に

な
れ
た
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
た
っ
た
１
週
間

で
人
は
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
思

う
か
ら
で
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
中
は
誰
か
ま

わ
ず
声
を
か
け
て
い
た
自
分
も
、
日
本
に

帰
っ
て
か
ら
は
行
く
前
と
相
変
わ
ら
ず
の
大

人
し
い
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
で
も
内
面
で

は
自
分
の
変
化
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
特

に
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
中
は
自
分
に
と
っ
て

未
知
な
こ
と
や
、
抵
抗
の
あ
る
こ
と
を
た
く

さ
ん
経
験
し
た
お
か
げ
で
新
し
い
視
点
を
持

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
支
援
事
業�

　
岡
山
大
学Alum

ni

（
全
学
同
窓
会
）
は
、
事
業
の
大
き
な
柱
と
し
て
学
生
支
援
を
掲
げ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
支
援
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

自
己
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
た
自
己
啓
発
活
動
と
し
て
、
異
文
化
理
解
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
資
す
る
大
会
等
に
参
加
す
る
学
生
に
対
し
て
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、
学
生
の
自
己
啓
発
を
促
進
し
、
ひ
い
て
は
岡
山
大
学
全
体
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

推
進
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
募
集
・
選
考
の
結
果
、
奨
励
金
支
給
対
象
者
に
選
ば
れ
た
学
生
さ
ん
か
ら
の
報
告

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

つ
こ
と
が
で
き
た
し
、「
で
き
な
く
て
も
い

い
か
ら
と
に
か
く
や
っ
て
み
る
」
と
い
う
姿

勢
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
物
事

は
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
も
の
だ
な

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ

の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
学
ん

だ
こ
と
を
原

点
と
し
て
い

ろ
ん
な
こ
と

に
挑
戦
し
て

い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま

す
。



岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
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平
成
26
年
10
月
18
日
（
土
）、
岡
山
大
学

津
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
創
立
五
十
周
年
記

念
館
に
お
い
て
、A

lum
ni

総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
平
成
25
年
10
月
にA

lum
ni

が
設

立
さ
れ
て
以
降
、
今
回
が
２
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
す
。
当
日
は
約
１
０
０
名
が
出
席
し
、

第
一
部
で
は
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
お
よ

び
会
計
報
告
の
他
、
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
年
度
と
な
る
平
成
26
年
度
の
活
動

計
画
お
よ
び
予
算
案
等
の
議
事
が
承
認
さ
れ

第２回 岡山大学
Alumni（全学同窓会）

総会

　

A
lum

ni

総
会
開
催
と
同
日
の
平
成

26
年
10
月
18
日
（
土
）、
メ
イ
ン
会
場

の
創
立
五
十
周
年
記
念
館
お
よ
び
そ
の

周
辺
の
他
、
各
学
部
に
お
い
て
「
岡
山

大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
２
０
１

４
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
は
、
お
も
に

同
窓
生
の
皆
様
に
ふ
た
た
び
大
学
に
足

次回のAlumni（全学同窓会）総会
およびホームカミングデイの開催日は、
平成27年10月17日（土）（予定）です。
同窓生、在学生、教職員、教職員OBの皆
様、ぜひお越しください！一般の方のご
来場もお待ちしております。詳細はホー
ムページ等でお知らせする予定です。

を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
大
学
の
近
況
に

触
れ
、
在
学
生
、
同
窓
生
、
教
職
員
と

の
交
流
を
深
め
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
毎
年
開
催
し
、
今
年
で
５
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
訪
れ
た
約

１
、４
０
０
人
が
秋
の
一
日
を
満
喫
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
学
生
チ
ー
ム
が

企
画
し
た
同
窓
生
と
在
学
生
が
気

軽
に
語
り
合
え
る
「
思
い
出
茶

屋
」、
音
楽
系
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」、
同
窓
生
と
在
学
生
ら
に
よ

る
模
擬
店
や
美
術
展
の
他
、
各
学

部
で
も
講
演
会
や
同
窓
会
、
農
産

物
の
収
穫
体
験
な
ど
多
彩
な
催
し

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。
ま
た
、
第
二
部
で
は
、
東
京
支
部
、

愛
媛
県
支
部
、
国
際
同
窓
会
の
活
動
報
告
が

行
わ
れ
、
岡
山
大
学
の
同
窓
会
活
動
が
全
国
、

全
世
界
に
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
、
出
席
者

に
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
岡
大
生
協
で
開
催
さ
れ
た
ウ
ェ

ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
同
窓
生
や
大
学
教

職
員
ら
が
互
い
の
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

　

次
回
の
総
会
で
は
、A

lum
ni

の
事
業
に

よ
り
支
援
を
受
け
た
学
生
さ
ん
に
よ
る
報
告

も
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
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Alumni支部からのお知らせ

　

平
成
26
年
度
はA

lum
ni

に
と
っ
て

本
格
始
動
の
年
と
な
り
ま
し
た
。（
丁

度
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時(

平

成
26
年
12
月
）
に
、
文
部
科
学
省
よ
り

全
国
の
国
立
大
学
に
対
し
て
、
今
後
、

ど
の
様
な
大
学
を
目
指
す
の
か
提
出
を

求
め
る
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
い
に
国
立
大
学
に
待
っ
た
無
し
の
正

念
場
が
訪
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。）

　

平
成
26
年
７
月
25
日
、A

lum
ni

の

第
１
番
目
の
支
部
と
し
て
、
東
京
支
部

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
総
会
の
後
、

法
文
経
学
部
同
窓
会
東
京
支
部
・
工
学

部
同
窓
会
関
東
支
部
・A

lum
ni

東
京

支
部
合
同
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
、
理
、

医
、
環
境
理
工
、
農
学
部
等
も
含
め
、

約
１
３
０
名
の
同
窓
生
で
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
東
京
支
部
の
活
動
は
、
大
き

く
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

① 

学
部
横
断
の
学
び
の
場
と
し
て
岡
山

大
学
懇
話
会
を
年
４
回
開
催

② 

各
学
部
同
窓
会
支
部
総
会
お
よ
び

A
lum

ni

東
京
支
部
総
会
の
開
催
※

③ Facebook

等
を
活
用
し
、
関
東
在

住
の
Ｏ
Ｂ
を
発
掘
す
る
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
の
研
究
お
よ
び
ト
ラ
イ
ア
ル

の
実
施

④ 

産
学
連
携
事
業
、
知
の
交
流
等
に
よ

り
大
学
と
Ｏ
Ｂ
の
直
接
接
点
を
増
や

　

平
成
25
年
に
岡
山
大
学A

lum
ni

が

発
足
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
あ
ら
た
め
て

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

愛
媛
県
で
は
、
３
年
前
か
ら
森
田
潔

学
長
先
生
、
小
長
啓
一
同
窓
会
長
様
ら

の
ご
指
導
に
よ
り
、「
岡
山
大
学
松
山

同
窓
会
」
を
開
催
致
し
て
参
り
ま
し
た
。

A
lum

ni

の
発
足
を
機
に
、
平
成
26
年

９
月
13
日
、「
愛
媛
県
支
部
」
と
し
て
、

新
し
く
発
展
・
発
足
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
東
京
支
部
」
に
次
い
で
全

国
で
２
番
目
で
す
。
関

係
者
一
同
大
変
誇
ら
し

く
思
っ
て
お
り
、
今
後

共
何
卒
宜
し
く
ご
指
導

の
程
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

支
部
結
成
に
当
っ
て

は
、
だ
れ
し
も
聞
き
及

ん
で
い
る
岡
山
大
学
学

生
歌
の
「
我
ら
は
集
ま

り
、
半
田
山
の
山
裾

に
・
・
・
」
の
歌
の
文

句
を
思
い
出
し
て
い
た

た
だ
き
、
本
支
部
の
愛

称
を「
愛
媛
半
田
山
会
」

と
銘
打
っ
て
県
下
卒
業

生
の
学
部
を
越
え
た
ご

賛
同
を
す
み
や
か
に
得

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

全
く
有
り
難
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
支
部
会
則

な
ど
は
、
先
輩
の
「
東

京
支
部
」
の
も
の
を
参

し
、
両
者
の
情
報
格
差(

危
機
感
の

格
差)

が
埋
ま
る
よ
う
な
活
動
の
実

施
検
討

⑤ 

ク
ラ
ブ
の
先
輩
後
輩
の
縦
ル
ー
ト
を

活
用
し
た
Ｏ
Ｂ
の
発
掘

　

Ｏ
Ｂ
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
是

非
○
○
の
よ
う
な
活
動
を
や
っ
て
ほ
し

い
等
多
様
な
ご
要
望
を
事
務
局
ま
で
お

寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

※ 
②
の
総
会
は
、
６
月
～
９
月
頃(

大

半
は
７
月
後
半)

に
、
開
催
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

（
東
京
支
部
事
務
局
長　

竹
原 

啓
二
）

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め

て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
更
に
愛
媛
県
を
中
心
に
岡
山

大
学
の
発
展
と
社
会
へ
の
貢
献
に
寄
与

し
、
会
員
相
互
の
交
流
と
親
睦
を
図
っ

て
行
く
つ
も
り
で
い
ま
す
。

　

支
部
設
立
総
会
に
は
、A

lum
ni

会

長
・
小
長
啓
一
様
、
副
学
長
・
荒
木
勝

先
生
、
附
属
病
院
長
・
槇
野
博
史
先
生

ら
が
ご
出
席
、
松
山
市
長
・
野
志
克
仁

様
（
平
２
経
済
卒
）
ら
の
祝
辞
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

 （
愛
媛
県
支
部
代
表
幹
事　

貞
本
和
彦
）

東
京
支
部

愛
媛
県
支
部

平成26年、岡山大学Alumni（全学同窓会）に東京支部と愛媛県支部が設立されました。
この２つの支部の活動の様子をお知らせします。

Alumni東京支部　事務局　〒104-0031 東京都中央区京橋一丁目5-5　京橋共同ビル１階
（岡山大学東京サテライトオフィス内）TEL:�03-6225-2905
http://www.okayama-u.ac.jp/tp/alumni/satellite_office.html

Alumni愛媛県支部　事務局
〒790-0052愛媛県松山市竹原町１丁目６-１（貞本病院内）
TEL：089-945-1471
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岡
おか

大
だい

人
びと

アクティブ
今
号
は
、
岡
山
大
学
の
在
学

生
と
同
窓
生
か
ら
、
い
ま
活

躍
し
て
い
る
お
二
方
の
様
子

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

私
は
岡
山
大
学
法
学
部
に
在
学
し
て
い
る

岡
田
美
奈
子
で
す
。
普
段
の
学
生
生
活
で
は
、

憲
法
・
民
法
・
刑
法
な
ど
の
法
学
を
講
義
で

学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
私
は
国
際
法
の
ゼ

ミ
に
所
属
し
て
い
て
、
取
り
上
げ
た
最
近
の

国
際
問
題
に
つ
い
て
調
べ
、
ゼ
ミ
で
報
告
・

議
論
を
す
る
こ
と
で
国
際
法
に
つ
い
て
よ
り

理
解
を
深
め
る
た
め
日
々
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。
法
学
の
勉
強
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
私
た
ち
が
生
活
す
る
今
の
社
会
に
ど
の

よ
う
な
ル
ー
ル
が
あ
る
の
か
を
知
っ
て
い
き
、

問
題
を
解
決
す
る
方
法
を
考
え
る
こ
と
は
と

て
も
面
白
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
私
は
岡
山
大
学
で
学
生
生
活
を

過
ご
し
な
が
ら
、
現
在
、
第
32
代
「
倉
敷
小

町
」
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。「
倉
敷

小
町
」
は
倉
敷
市
の

魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、
倉
敷
市

在
住
者
な
ど
か
ら
募

集
を
し
、
倉
敷
天
領

祭
り
の
最
終
審
査
に

お
い
て
毎
年
３
名
が

選
ば
れ
ま
す
。
私
は

去
年
の
７
月
末
、
倉

敷
小
町
に
選
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
倉

敷
を
Ｐ
Ｒ
す
る
お
仕

事
と
い
っ
て
も
そ
の
内
容
は
様
々
で
、
倉
敷

市
内
外
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

お
客
様
の
前
で
Ｐ
Ｒ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
倉
敷
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
た
り
、
時
に
メ
デ
ィ

ア
に
出
演
し
た
り
も
し

ま
す
。
倉
敷
小
町
は
倉

敷
の
代
表
で
す
の
で
お

仕
事
を
す
る
上
で
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

「
倉
敷
の
魅
力
を
多
く

の
人
に
伝
え
る
」
と
い

う
こ
と
は
本
当
に
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。「
魅

力
を
伝
え
る
」
と
い
っ

て
も
、
用
意
さ
れ
た
文

章
を
た
だ
暗
記
し
て
、

そ
れ
を
言
え
ば
い
い
と

学
生
生
活
と
倉
敷
小
町

　
　
法
学
部
法
学
科�

在
学
中

�

岡
田
　
美
奈
子

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
自
分

が
そ
の
場
所
に
行
っ
た
り
、
体
験
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
、
何
が
い

い
と
思
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
私
自
身
が
感

じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
倉
敷
に
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
？
」
と
聞
か
れ
、
私
が

お
す
す
め
し
た
い
倉
敷
の
魅
力
を
自
分
の
言

葉
で
一
生
懸
命
話
し
て
、「
じ
ゃ
あ
、
今
度

倉
敷
に
行
っ
て
み
る
ね
」
と
お
客
様
に
言
っ

て
い
た
だ
け
た
と
き
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
心
の
こ
も
っ
た
思
い
は
、
ち
ゃ
ん

と
人
に
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
を
倉
敷
小
町
に

な
っ
て
私
は
学
び
ま
し
た
。
も
っ
と
倉
敷
の

魅
力
を
発
信
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に

倉
敷
を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



バイオマスツアー（銘建工業見学）

バイオマス発電所建設中バイオマス集積基地

手入れされた森
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１
．
岡
大
か
ら
市
役
所
職
員
へ

　

岡
山
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
業
後
、

真
庭
市
職
員
と
な
り
、
産
業
部
門
の
バ
イ
オ

マ
ス
政
策
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
取

り
組
み
状
況
を
真
庭
市
の
概
要
も
含
め
て
紹

介
し
ま
す
。

２
．
真
庭
市
の
紹
介

　

平
成
の
大
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
真
庭
市

は
、
岡
山
県
の
北
部
中
央
に
位
置
し
、
面
積

は
８
２
８
㎢
と
県
下
最
大
で
、
蒜
山
高
原
や

湯
原
温
泉
郷
な
ど
の
多
様
な
観
光
名
所
が
あ

り
、
市
域
の
約
８
割
を
森
林
が
占
め
、
そ
の

資
源
を
活
か
し
た
林
業
・
木
材
産
業
が
盛
ん

な
自
然
豊
か
な
中
山
間
地
域
で
す
。

３�

．
地
域
産
業
を
軸
と
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
利

活
用
の
推
進

　

地
域
産
業
関
係
者
が
連
携
し
、
長
い
年
月

を
か
け
「
資
源
を
無
駄
な
く
使
い
き
る
仕
組

み
」
の
検
討
・
実
施
が
さ
れ
、
主
産
業
を
軸

と
し
た
民
間
主
導
の
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
一
定
の
基

盤
が
で
き
、
新
た
な
事
業
展
開
も
急
速
に
進

ん
で
い
る
た
め
、
行
政
と
し
て
も
「
真
庭
バ

イ
オ
マ
ス
産
業
杜
市
構
想
」、「
真
庭
市
バ
イ

オ
マ
ス
活
用
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
よ
り

産
業
化
に
重
点
を
置
い
た
具
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
を
中
心
に
、
普
及
啓
発
・
人
材
育

成
な
ど
も
含
め
、
地
域
の
方
向
性
を
取
り
ま

と
め
、
新
た
な
挑
戦
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

４�

．
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
杜
市〝
真
庭
〟を
目
指
し

　

ま
ず
は
関
係
者
で
の
実
験
等
を
通
じ
て
、

資
源
調
達
か
ら
流
通
ま
で
を
含
め
、「
木
が

燃
料
と
な
る
」
こ
と
や
「
有
価
で
取
引
す
る
」

こ
と
の
合
意
形
成
が
な
さ
れ
、
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
通
シ
ス
テ
ム
が
で
き
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
事
業
所
、
農
業
施
設
、
公

共
施
設
等
で
、
幅
広
く
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
地
域
経
済
効
果
と
し
て
は
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
に
よ
る
石
油
代
替
量
が
１
６
、
０

０
０
㎘
相
当
で
あ
り
、
重
油
を
90
円
／
ℓ
で

試
算
す
る
と
、
約
14
億
円
相
当
の
資
金
を
地

域
へ
留
め
ら
れ
て
お
り
、
新
た
な
地
域
経
済

循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
が
11
・
６
％
で
あ
る
こ
と
や
、「
バ
イ

オ
マ
ス
ツ
ア
ー
真
庭
」
と
し
て
観
光
業
へ
の

波
及
な
ど
地
域
へ
あ
ら
ゆ
る
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
の
役
割
と
し
て
は
、
仕
組
み
づ
く

り
の
検
討
の
場
作
り
、
関
係
者
の
連
携
調
整

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
役
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

際
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
知
識
な
ど
を
含

め
、
岡
山
大
学
在
学
中
に
培
っ
た
経
験
や
、

研
究
の
際
の
創
造
力
、
諦
め
ず
継
続
し
て
挑

戦
す
る
気
持
ち
な
ど
が
糧
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
は
、
新
た
な
推
進
エ
ン
ジ
ン
と
し
て

１
万
㎾
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
の
開
始

や
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
木
質
系
新
素
材

の
開
発
な
ど
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
木
質

以
外
の
バ
イ
オ
マ
ス
も
含
め
て
事
業
展
開
を

図
り
ま
す
。

５
．
産
学
官
の
人
材
育
成
・
交
流

　

ま
た
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
研
究
開
発
等

の
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
杜と

市し〝
真
庭
〟

地
域
資
源
を
す
べ
て
使
い
切
る

仕
組
み
を
目
指
し

　
真
庭
市
産
業
観
光
部
バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課

　（�

岡
山
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科

　�
平
成
14
年
度
卒
）

�
森
　
田
　
　
学

用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
新
事
業
の
創
出
や
地

域
内
外
の
人
材
育
成
・
交
流
へ
つ
な
げ
る
こ

と
も
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

岡
山
大
学
と
も
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
の
人
材

育
成
講
座
な
ど
を
通
じ
て
連
携
し
て
お
り
、

地
域
と
大
学
が
よ
り
近
い
関
係
に
な
る
こ
と

で
、
新
産
業
の
創
出
へ
つ
な
が
れ
ば
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

６
．
お
わ
り
に

　

地
域
産
業
を
軸
と
し
「
あ
る
も
の
を
活
か

し
使
い
切
る
」
仕
組
み
を
創
り
、
直
接
的
・

間
接
的
な
効
果
を
地
域
へ
還
元
で
き
る
、「
バ

イ
オ
マ
ス
産
業
杜
市〝
真
庭
〟」
と
し
て
、
地

域
全
体
の
魅
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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私
た
ち
は
岡
山
大
学
混
声
合
唱
団
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
す
。
歴
史
は
長
く
１
９
５
３
年
に

岡
山
県
下
最
初
の
大
学
合
唱
団
と
し
て
約
40

名
の
岡
山
大
学
生
か
ら
結
成
さ
れ
た
混
声
合

唱
団
で
し
た
。

　

今
年
で
創
立
62
年
を
迎
え
１
０
０
人
規
模

の
団
体
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
仲
良
く
、

そ
し
て
日
々
メ
リ
ハ
リ
の
き
い
た
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
結
成
当
時
か
ら
常
任
指
揮
者

は
置
か
ず
に
、
学
生
中
心
の
部
と
し
て
学
生

に
よ
る
曲
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
時
に

は
団
員
同
士
で
指
導
し
合
い
な
が
ら
、
ま
た

声
楽
の
先
生
を
お
呼
び
し
て
合
唱
指
導
を
し

て
い
た
だ
い
た
り
、
音
楽
家
の
先
生
を
お
呼

び
し
て
指
揮
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
技
術
を
日
々
磨
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
活
動
と
し
ま
し
て
、
夏
に

は
介
護
老
人
保
健
施
設
で
訪
問
演
奏
を
行
い
、

普
段
合
唱
に
馴
染
み
の
な
い
方
に
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

お
客
様
と
の
距
離
が
近
い
演
奏
会
を
通
し
て

私
た
ち
自
身
歌
う
こ
と
の
楽
し
さ
と
歌
を
お

客
様
に
伝
え
る
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

た
実
り
の
あ
る
演
奏
会
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
12
月
に
は
第
61
回
定
期
演
奏
会

を
行
い
ま
し
た
。
一
年
に
も
及
ぶ
練
習
の
集

大
成
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
本
番
１
か
月
前

か
ら
ピ
リ
ッ
と
し
た
雰
囲
気
が
練
習
に
出
て

い
た
の
を
部
長
と
し
て
感
じ
ま
し
た
。
そ
の

緊
張
感
か
ら
か
回
生
を
超
え
て
詩
の
解
釈
に

つ
い
て
考
え
た
り
、
録
音
し
た
自
分
た
ち
の

歌
声
を
聞
き
反
省
し
た
り
と
お
客
様
に
伝
え

る
こ
と
を
意
識
し
て
定
期
演
奏
会
に
向
か
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
番
は
無
事
演
奏
す

る
こ
と
で
き
、
打
ち
上
げ
で
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

方
や
先
生
方
に
褒
め
て
頂
い
た
こ
と
が
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
歴
史
が
長
く
、
団
員
も

多
い
た
め
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
が
お

ら
れ
ま
す
。
日
頃
の
練
習
で
は
お
会
い
す
る

こ
と
は
あ
ま
り
無
い
で
す
が
、
親
声
会
と
い

う
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
組
織
す
る
団
体
が
あ
り
、

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
陰
な
が
ら
支
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
は
５
年
に
一
度
の
記
念
の
年
で
し

た
の
で
合
同
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
の
方
と
共
に
歌
い
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
の
方
に

よ
る
指
揮
や
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
と
一
緒
の

学
生
の

�
サ
ー
ク
ル
紹
介

岡
山
大
学
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
学
生
た
ち
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
!!

岡
山
大
学
混
声
合
唱
団
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

�

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
第
58
代
部
長　
工
学
部�

情
報
系
学
科�

在
学
中
　
石
橋
　�

和
也

合
唱
は
と
て
も
新
鮮
な
も
の
で
あ
り
、
老
若

男
女
が
共
に
一
つ
の
音
楽
を
作
っ
て
い
る
姿

は
と
て
も
感
動
的
で
し
た
。

　

３
年
後
（
平
成
30
年
）
に
も
記
念
定
期
演

奏
会
が
あ
る
予
定
な
の
で
、
今
度
は
Ｏ
Ｂ
と

し
て
参
加
し
て
ゆ
き
た
い
で
す
。
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本
学
津
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
カ
フ
ェ
テ
ラ

ス
「Junko　

Fukutake Terrace

」（
通

称
：
Ｊ
テ
ラ
ス
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。
学
生

や
教
員
、
地
域
住
民
ら
の
新
た
な
憩
い
の
場

と
し
て
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

福
武
教
育
文
化
振
興
財
団
副
理
事
長
の
福

武
純
子
氏
の
寄
付
で
建
設
。
設
計
は
、
建
築

家
妹
島
和
世
さ
ん
、
西
沢
立
衛
さ
ん
に
よ
る

ユ
ニ
ッ
ト
「SA

N
A

A

（
サ
ナ
ア
）」
が
担

当
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
10
月
18
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
併

設
の
カ
フ
ェ
は
、「C

A
FE Z

」（
岡
山
市
南

区
）
を
展
開
す
る
株
式
会
社
酒
井
プ
ラ
ニ
ン

グ
（
同
）
が
運
営
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
風
の
総

菜
を
〝
三
段
重
〟
に
詰
め
込
ん
だ
ラ
ン
チ
や
、

ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
と
い
っ

た
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
憩
い
の
場
に 

Ｊ
テ
ラ
ス
オ
ー
プ
ン

母
親
の
肺
の
一
部
を
分
割
し

て
男
児
に
移
植　

岡
山
大
病

院
で
世
界
初
の
手
術

　

岡
山
大
学
病
院
は
平
成
26
年
９
月
24
日
、

特
発
性
間
質
性
肺
炎
の
男
児
＝
２
歳
９
カ
月
、

埼
玉
県
在
住
＝
に
、
母
親
の
左
肺
の
一
部
を

分
割
し
て
両
肺
と
し
て
移
植
す
る
手
術
に
成

功
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。
肺
と
し
て
機
能

す
る
最
小
単
位
の
「
区
域
」
に
分
割
し
て
、

移
植
す
る
手
術
は
世
界
初
、
２
歳
９
カ
月
で

の
生
体
肺
移
植
は
国
内
最
年
少
で
す
。

　

手
術
は
同
年
８
月
31
日
に
、
呼
吸
器
外
科

の
大
藤
剛
宏
肺
移
植
チ
ー
フ
を
執
刀
医
と
す

る
チ
ー
ム
が
担
当
。
約
11
時
間
か
け
て
、
母

親
の
左
肺
の
下
葉
を
区
域
に
切
り
分
け
て
移

植
し
ま
し
た
。
大
藤
チ
ー
フ
は
「
新
し
い
術

法
の
確
立
は
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
や
家
族

に
希
望
を
与
え
る
成
果
だ
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。



岡 山 大 学 通 信2015年（平成27年）３月

岡山大学Alumni（全学同窓会）会報 vol.211

　

本
学
と
岡
山
市
は
平
成
26
年
10
月
8
日
、

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
地
域
連
携
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
に
大
学
生

や
地
域
住
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
機
会
を

つ
く
り
、
西
川
緑
道
公
園
界
隈
を
中
心
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

学
内
で
開
か
れ
た
調
印
式
で
、
森
田
潔
学

長
は
、「
大
学
生
の
パ
ワ
ー
と
教
職
員
の
知

　

本
学
企
画
・
広
報
課
は
、
米
国
人
歌
手
フ
ァ
レ

ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
の
人
気
曲
「H

A
PPY

」
に

合
わ
せ
て
、
学
生
、
教
職
員
が
踊
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ビ
デ
オ
を
制
作
し
ま
し
た
。YouTube

の「
岡

山
大
学
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

森
田
潔
学
長
を
は
じ
め
、
学
生
、
教
職
員
ら
約

３
０
０
人
が
出
演
。
学
生
2
人
が
学
長
に
会
い
に

行
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
楽

し
い
雰
囲
気
が
伝
わ
る
映
像
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

い
ち
ょ
う
並
木
や
中
央
図
書
館
の
時
計
台
、
鹿
田

地
区
の
Ｊ
ホ
ー
ル
な
ど
、
学
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅

力
的
ス
ポ
ッ
ト
も
登
場
し
ま
す
。「H

A
PPY

」
岡

山
大
学
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
映
像
時
間
は
4
分
で
、
公

開
期
間
は
平
成
27
年
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

識
を
活
用
し
、
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
を
作
っ

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
本

学
は
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
西

川
緑
道
公
園
沿
い
の
伊
達
ビ
ル
2
階
（
岡
山

市
北
区
田
町
）
に
、「
西
川
ア
ゴ
ラ
」
を
同

20
日
に
開
設
。
岡
山
市
の
西
川
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
事
業
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く

り
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
勉
強
会
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
場
と
し
て
も
活
用
し
ま
す
。

学
生
、
教
職
員
ら
総
勢
約
３
０
０
人
出
演

本
学
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作

ま
ち
づ
く
り
を
促
進

�

岡
山
市
と
地
域
連
携
協
定
締
結

　

本
学
は
平
成
28
年
度
か
ら
、
全
学
の
学
士

課
程
教
育
に
お
い
て
、
60
分
授
業
・
ク
ォ
ー

タ
ー
制
を
導
入
し
ま
す
。
教
育
改
革
「
学
び

を
強
化
」を
実
現
し
、「
鍛
え
抜
か
れ
た
学
生
」

を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

学
生
の
修
学
時
間
、
留
学
機
会
の
確
保
、

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
現
、
入
学
か

ら
卒
業
ま
で
の
教
育
の
体
系
的
再
構
築
な
ど
、

社
会
が
長
年
大
学
に
求
め
て
き
た
課
題
を
、

本
学
と
し
て
正
面
か
ら
受
け
止
め
実
現
し
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
60
分
授
業
化
は
、

教
育
方
法
・
指
導
の
改
善
を
一
層
進
め
、
学

生
の
自
修
を
強
化
・
充
実
さ
せ
ま
す
。
全
学

部
で
実
施
す
る
の
は
、
国
立
の
総
合
大
学
と

し
て
は
、
全
国
初
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

ク
ォ
ー
タ
ー
制
は
、
長
期
の
留
学
生
の
送
り

出
し
・
受
け
入
れ
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
実
現
を
容
易
に
す
る
な
ど
、
学
事
暦
の

柔
軟
化
を
行
う
も
の
で
す
。

全
学
部
で
60
分
授
業
、
ク
ォ
ー
タ
ー
制
導
入
　
平
成
28
年
度
か
ら
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文
部
科
学
省
の
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学

創
成
支
援
」
事
業
の
支
援
対
象
に
、
本
学
の
教
育

改
革
プ
ラ
ン
「PRIM

E
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
世
界
で

活
躍
で
き
る
『
実
践
人
』
を
育
成
す
る
！
」
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
は
「
大
学
改
革
」
と
「
国
際
化
」
を
断
行

し
、
国
際
通
用
性
、
ひ
い
て
は
国
際
競
争
力
の
強

化
に
取
り
組
む
大
学
の
教
育
環
境
の
整
備
支
援
を

目
的
に
、
平
成
26
年
度
か
ら
最
大
10
年
間
に
渡
り
、

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
沈

建
仁
教
授
（
同
大
光
合
成
研
究
セ
ン

タ
ー
長
）、
菅
倫
寛
助
教
、
秋
田
総
理

助
教
、
理
化
学
研
究
所
放
射
光
科
学
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
利
用
シ
ス
テ
ム
開
発

研
究
部
門
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
基
盤
研
究
部

の
山
本
雅
貴
部
長
、
同
生
命
系
放
射
光

利
用
シ
ス
テ
ム
開
発
ユ
ニ
ッ
ト
の
吾
郷

日
出
夫
専
任
研
究
員
ら
の
研
究
グ
ル
ー

　

本
学
資
源
植
物
科
学
研
究
所
の

馬
建
鋒
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
イ
ネ
の
輸
送
体
タ
ン
パ
ク
質

O
sA

BCC
1

が
、
コ
メ
穀
粒
へ
の

ヒ
素
の
蓄
積
を
抑
制
す
る
こ
と
を

世
界
で
初
め
て
突
き
止
め
ま
し
た
。

　

本
研
究
成
果
は
平
成
26
年
10
月

20
日
に
米
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
紀
要

電
子
版
で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ヒ
素
は
微
量
で
も
摂
取
し
続
け

る
と
慢
性
毒
性
を
生
じ
る
毒
性
元

素
で
す
。
主
食
で
あ
る
コ
メ
か
ら

ヒ
素
を
摂
取
す
る
割
合
が
高
く
、

そ
の
低
減
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
イ
ネ
自

身
が
持
つ
ヒ
素
の
蓄
積
を
抑
制
す

る
仕
組
み
を
応
用
す
る
こ
と
で
、

そ
の
働
き
を
高
め
、
ヒ
素
蓄
積
の

少
な
い
よ
り
安
全
な
イ
ネ
品
種
の

開
発
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

本
学
キ
ャ
リ
ア
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
岡
山
大
学

A
lum

ni

（
全
学
同
窓
会
）
の
協
力
の
も
と
、
学
生

の
就
職
支
援
体
制
の
充
実
、
卒
業
生
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
等
を
目
的
と
し
て
、
平
成
26
年
度
に

卒
業
生
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
3
回
開
催
し

ま
し
た
。

　

1
回
目
は
9
月
12
日
。
本
学
卒
業
生
（
昭
和
50
年

法
文
学
部
卒
）
で
双
日
株
式
会
社
執
行
役
員
で
あ
る

倉
田
良
純
さ
ん
を
講
師
に
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
最
前
線
！

総
合
商
社
の
現
場
」
と
題
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
ケ

ニ
ア
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
等

で
の
豊
富
な
海
外
駐
在
の
経
験
か
ら
、
業
務
で
の
苦

労
話
や
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

2
回
目
は
11
月
28
日
。
三
菱
総
合
研
究
所
企
業
・

経
営
部
門
統
括
室
事
業
推
進
グ
ル
ー
プ
主
任
研
究
員

の
大
川
真
史
さ
ん
（
平
成
12
年
経
済
学
部
卒
）
を
講

師
に
、「
研
究
し
な
が
ら
仕
事
す
る
（
産
業
の
サ
ー

ビ
ス
化
を
事
例
に
）」
と
題
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

製
造
業
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
企
業
の
取
り
組
み
の

年　　度 寄附繰越額 執行額 執行残額 執行内訳

平成16年度 47,580,000 5,192,425 42,387,575 光熱水料等(3,384,132)人件費（1,808,293）
平成17年度 42,387,575 1,836,042 40,551,533 人件費
平成18年度 40,551,533 1,824,733 38,726,800 人件費
平成19年度 38,726,800 1,842,092 36,884,708 人件費
平成20年度 36,884,708 157,337 36,727,371 人件費
平成21年度 36,727,371 0 36,727,371 　
平成22年度 36,727,371 2,478,000 34,249,371 空調設備改修
平成23年度 34,249,371 0 34,249,371 　
平成24年度 34,249,371 856,800 33,392,571 空調機保守点検　他
平成25年度 33,392,571 12,300,802 21,091,769 映像デジタル化設備　他

岡山大学創立五十周年記念館維持管理寄附金執行状況報告
 （平成25年度末現在　単位：円）

　

本
学
は
、
平
成
24
年
に
国
立
大
学
初
の
国
際
バ

カ
ロ
レ
ア
入
試
導
入
、
そ
の
翌
年
に
は
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
特
別
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
な
ど
、
国

際
化
に
向
け
た
大
学
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
26
年
４
月
に
専
任
の
大
学
改
革
担

当
理
事
と
学
長
補
佐
を
任
命
し
、
改
革
を
加
速
・

強
化
し
て
き
ま
し
た
。
本
事
業
の
支
援
を
受
け
、

世
界
ト
ッ
プ
ス
テ
ー
ジ
で
活
躍
で
き
る
人
財
を
育

成
し
て
い
き
ま
す
。

文
科
省
の
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
」
に
採
択

世
界
で
活
躍
す
る
『
実
践
人
』
育
成
へ

中
堅
・
若
手
同
窓
生
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
る

卒
業
生
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

プ
は
、
Ｘ
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー

（XFEL

）
施
設SA

C
LA

を
用
い
て
、

光
合
成
に
よ
る
水
分
解
反
応
を
触
媒
す

る
光
化
学
系
Ⅱ
複
合
体
の
構
造
を

1.95 Å

分
解
能
で
正
確
に
突
き
止
め

ま
し
た
。
本
研
究
成
果
は
、
平
成
26
年

11
月
26
日
、
英
国
の
科
学
雑
誌

「N
ature

」
にLetter

と
し
て
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

光
化
学
系
Ⅱ
複
合
体
の
正
確
な
三
次
元
原
子
構
造
を
解
明

人
工
光
合
成
開
発
へ
の
糸
口
に

事
例
や
狙
い
を
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

3
回
目
は
2
月
10
日
。
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
株
式
会
社
購
買
本
部
内
外
装
・E/E

購
買
部
長

の
武
田
秀
人
さ
ん
（
昭
和
54
年
法
文
学
部
卒
）
に
、

三
菱
自
動
車
工
業
時
代
か
ら
現
職
に
至
る
ま
で
、
購

買
部
門
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル
に
活
躍
さ
れ
て
き
た
経
験
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

講
演
後
、
開
催
場
所
で
あ
る
岡
山
大
学
東
京
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
近
隣
で
交
流
会
を
開
催
し
、
世
代

の
異
な
る
卒
業
生

同
士
が
親
交
を
深

め
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、

A
lum

ni

東
京
支

部
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
継
続
開

催
し
て
い
く
予
定

で
す
。

（ 

キ
ャ
リ
ア
開
発
セ

ン
タ
ー 

准
教
授

 

宮
道 

力
）

コ
メ
の
ヒ
素
蓄
積
を

抑
制
す
る
輸
送
体
遺
伝
子

を
発
見



学部等同窓会からの
お知らせ
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法
文
経
学
部
同
窓
会

　
岡
山
大
学
法
文
経
学
部
同
窓
会
員
数
は

平
成
26
年
３
月
末
で
約
３
万
人
に
達
し
て

お
り
、
岡
大
内
で
最
も
多
数
で
す
。
そ
の

岡
山
総
会
は
毎
年
７
月
の
第
一
金
曜
日
に
、

全
国
10
支
部
の
開
催
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
岡
山
総
会
は
去
る
７
月

４
日
（
金
）
に
、
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
１
６
０

名
超
と
い
う
参
加
者
で
満
員
と
な
り
ま
し

た
。
議
事
に
続
い
て
講
演
に
移
り
、
昭
和

38
年
法
文
学
部
法
学
科
ご
卒
業
の
竹
崎
克

彦
氏
（
株
式
会
社
百
十
四
銀
行
会
長
、
本

店
高
松
市
）
が
「
地
方
銀
行
に
求
め
ら
れ

る
も
の・目
指
す
方
向
」
と
題
し
て
、「
地

方
銀
行
は
地
域
に
密
着
し
て
、
地
域
の
課

題
を
解
決
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、
会

食
に
移
り
、
来
賓
の
各
学
部
長
、
科
長
よ

り
岡
大
の
現
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
母

校
の
発
展
の
様
子
を
聞
い
て
心
強
く
思
う

と
と
も
に
、
60
歳
以
上
の
世
代
を
超
え
て

の
歓
談
に
愛
校
心
と
絆
を
一
層
深
め
ま
し

た
。
最
後
に
岡
山
大
学
と
法
文
経
学
部
同

窓
会
の
発
展
を
祈
念
し
て
万
歳
を
唱
和
し

ま
し
た
。

�

（
監
事　
高
橋
義
雄
）

鶴
翔
会
（
岡
山
医
学
同
窓
会
）

と
き
わ
会
（
看
護
学
）

　
前
会
長
の
富
田
幾
枝
氏
の
後
を
引
き
継

ぎ
、
平
成
25
年
8
月
か
ら
会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
保
科
英
子
で

す
（
看
学
34
期
生
）。
平
成
26
年
6
月
末

現
在
の
と
き
わ
会
員
は
、
１
１
２
０
名
。

大
正
12
年
に
卒
業
生
を
だ
し
た
岡
山
医
科

大
学
附
属
医
院
産
婆
看
護
婦
学
校
か
ら
、

岡
山
大
学
医
学
部
保
健
学
科
ま
で
の
長
い

歴
史
の
継
続
で
す
。
こ
の
継
続
の
力
を
決

し
て
途
切
れ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
平
成
25
年
か
ら
会
費
８
、０

０
０
円
の
終
身
会
費
制
と
な
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
が
載
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
の
復
活
、
平

成
25
年
8
月
の
総
会
の
様
子
、
保
健
学
科

看
護
学
専
攻
の
学
生
さ
ん
た
ち
の
活
動
記

事
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
と
き
わ
会

岡
山
大
学
」

で
検
索
を
か

け
て
み
て
下

さ
い
。

平成26年10月　ときわ会役員会　岡山大学病院会議室にて

　
鶴
翔
会
は
、
昭
和
７
年
、
社
会
が
期
待

す
る
「
よ
き
医
師
・
よ
き
研
究
者
」
を
目

指
す
た
め
、
教
職
員
、
卒
業
生
、
医
局
員
、

在
学
生
を
一
体
と
し
た
岡
山
医
学
同
窓
会

と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
医
学

部
と
と
も
に
歩
を
進
め
、
現
在
約
９
、
５

０
０
名
の
会
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

【
平
成
27
年
度
鶴
翔
会
総
会
】

　
平
成
27
年
６
月
６
日
（
土
）

　
13
時
～
20
時　
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

連
絡
先
：
鶴
翔
会
事
務
局

　
　
　
　
〒
７
０
０-

８
５
５
８

　
　
　
　
岡
山
市
北
区
鹿
田
町
２-

５-

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
６-

２
３
５-

７
０
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
６-

２
３
５-

７
０
５
２

dosokai@
m
d.okayam

a-u.ac.jp
http://www.okayama-u.ac.jp/user/mdosokai/

　
Ｈ
Ｐ
充
実
の
た
め
、
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
支
部
総
会
等
の
活
動

に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
る
各

支
部
連
絡
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
医
学
部
創
立
１
５
０
周
年
に
向
け
て
】

　
医
学
部
は
平
成
32
年
に
創
立
１
５
０
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
創
立
１
５
０
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
検

討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

http://www.med150th.ccsv.okayama-u.ac.jp/index.html

※掲載希望のあった同窓会のみ掲載しています。
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助
産
師
同
窓
会

●�

岡
山
大
学
助
産
師
同
窓
会
の
会
員
数
は
、

平
成
26
年
4
月
の
時
点
で
９
５
５
名
で

す
。

●�

平
成
25
年
度
で
学
部
で
の
助
産
師
教
育

を
終
え
ま
し
た
。
平
成
26
年
3
月
に
、

学
部
教
育
最
後
の
助
産
学
専
攻
生
10
人

（
12
期
生
）
が
卒
業
し
ま
し
た
。

●�

平
成
24
年
4
月
よ
り
大
学
院
修
士
課
程

で
助
産
師
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

26
年
3
月
に
1
期
生
6
人
が
無
事
修
了

し
、
国
家
試
験
も
全
員
合
格
し
ま
し
た
。

●�

平
成
26
年
4
月
の
時
点
で
は
、
１
年
生

が
7
人
、
2
年
生
が
6
人
在
籍
し
て
い

ま
す
。
岡
山
県
内
の
子
育
て
支
援
の
イ

ベ
ン
ト
で
、
学
生
た
ち
は
助
産
師
同
窓

会
の
先
輩
方
と
一
緒
に
地
域
で
の
子
育

て
支
援
活
動
を
行
い
、
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。

●�

平
成
25
年
9
月
28
日
（
土
）
に
定
時
総

会
（
５
年
ご
と
の
開
催
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
窓
会
の
開
催
に
あ
わ
せ
て

同
窓
生
の
住
所
の
確
認
を
行
い
、
５
年

に
一
度
同
窓
会
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
て
昨
年

6
月
に
最
新
の
同
窓
会
名
簿
が
完
成
し

ま
し
た
。
会
費
を
納
入
さ
れ
た
同
窓
生

の
方
に
は
名
簿
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

歯
学
部
同
窓
会

　
平
成
27
年
1
月
現
在
で
岡
山
大
学
歯
学

部
同
窓
会
正
会
員
数
は
１
、８
０
０
名
を

超
え
、
卒
業
生
は
全
国
各
地
で
歯
科
医
療
、

行
政
、
研
究
、
教
育
な
ど
の
場
で
活
躍
し

て
お
り
、
本
会
の
規
模
が
年
々
拡
大
し
て

い
ま
す
。
同
窓
会
本
部
の
み
な
ら
ず
岡
山

県
支
部
、
兵
庫
県
支
部
、
大
阪
府
支
部
、

奈
良
県
支
部
、
京
都
府
支
部
、
北
海
道
支

部
、
関
東
地
区
支
部
、
東
海
地
区
支
部
、

近
畿
地
区
支
部
、
広
島
県
支
部
、
九
州
・

沖
縄
地
区
支
部
、
大
学
支
部
が
設
立
さ
れ
、

各
地
で
充
実
し
た
活
動
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、
愛
媛
県
支
部
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
香
川
県
支
部
の
設
立
に

向
け
て
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
7

月
に
は
、
年
に
一
度
、
同
窓
会
本
部
、
支

部
・
地
区
支
部
な
ら
び
に
代
議
員
会
の
役

員
が
岡
山
に
集
ま
り
、
同
窓
会
役
員
連
絡

協
議
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
７

月
11
日
（
土
）
に
同
窓
会
役
員
連
絡
協
議

会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

翌
日
の
７
月
12
日
（
日
）
に
総
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
岡
山
に
お
集
ま

り
下
さ
い
。
今
後
と
も
本
会
の
運
営
に
対

す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

工
学
部
同
窓
会

　
工
学
部
同
窓
会
は
今
季
「
岡
山
支
部
」

と
「
関
西
支
部
」
を
設
立
し
、既
設
の
「
関

東
支
部
」
と
合
わ
せ
て
三
支
部
を
有
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
岡
山
支
部
は
、
昨
年
八
月
に
設
立
総
会

を
行
い
、
原
則
と
し
て
第
三
土
曜
日
に
毎

月
懇
親
会
と
例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

支
部
の
目
的
は
、
①
懇
親
、
②
社
会
貢
献

や
企
業
支
援
、
③
工
学
部
と
在
学
生
へ
の

支
援
等
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
岡

山
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(https://okayam
a-u.sakura.

ne.jp/hom
e/)

　
関
西
支
部
は
、
昨
年
十
月
に
、
大
森　

勝
氏
（
電
気
二
期
卒
）
が
中
心
と
な
り
設

立
総
会
を
行
い
、
岡
山
支
部
と
同
様
な
支

部
の
目
的
を
掲
げ
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
幹
事
会
、
懇
親
会
を
開
催
し
今

後
の
運
営
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
各
支
部
が
、
会
員
の
オ
ア
シ
ス

と
し
て
機
能
し
、
懇
親
を
深
め
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
た
新
し
い
活
動
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
他
の
地
域
で
の
支
部
設
立
を
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
代
表

幹
事　
酒
井
貴
志
）

環
境
理
工
学
部
同
窓
会

　
環
境
理
工
学
部
同
窓
会
は
学
部
４
学
科

の
同
窓
会
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
平
成
26
年
度
に
開
催
さ
れ
た
各

学
科
同
窓
会
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。�

　
岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
２
０

１
４
（
10
月
）
に
お
い
て
、
環
境
デ
ザ
イ

ン
工
学
科
同
窓
会
（
岡
山
大
学
環
会
）
の

後
援
に
よ
る
同
窓
生
と
在
校
生
の
交
流
会

が
本
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

岡
山
大
学
元
学
長
・
河
野
伊
一
郎
氏
に
よ

る
特
別
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

環
境
物
質
工
学
科
同
窓
会
は
「
学
科
20
年

の
歩
み
」
と
題
し
た
学
科
創
立
20
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
50
名
の
会
員
が

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
１
月
に
は
、
環
境
管
理
工
学

科
同
窓
会
（
岡
山
大
学
拓
水
会
）
が
定
例

総
会
を
行
い
、
会
誌
50
号
の
発
刊
記
念
祝

賀
会
が
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
26
年
度
か
ら
環
境
理
工
学

部
同
窓
会
長
（
代
表
幹
事
）
に
は
環
境
数

理
学
科
同
窓
会
の
有
岡
桂
佑
氏
が
就
任
さ

れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
卒
業
生
の
皆

様
方
の
一
層
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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A
lum

ni

会
報
創
刊
号
の
６
～
７
頁
で
取

り
上
げ
た「
学
生
歌
」の
経
緯
に
つ
い
て
、「
時

代
背
景
が
違
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
指

摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
を
知
る
先
輩

や
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
、
指
摘
の
よ
う
に
大

学
創
立
時
か
ら
数
年
後
の
社
会
、
政
治
情
勢

が
歌
詞
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
訂
正
の
意
味
を
こ
め
て
、
も
う
一

度
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

指
摘
頂
い
た
の
は
第
１
期
の
森
上
勝
彦
さ

ん
（
84
歳
）
＝
倉
敷
市
在
住
。「
こ
の
歌
が

で
き
た
こ
ろ
は
警
察
予
備
隊（
後
の
自
衛
隊
）

の
基
地
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
取
ら
れ
る
の
で
は

と
い
う
情
報
が
飛
び
交
い
、
大
学
が
無
く
な

る
の
で
は
と
い
う
不
安
が
学
内
に
渦
巻
い
て

い
た
と
記
憶
し
て
い
る
」。
こ
の
警
察
予
備

隊
が
新
設
さ
れ
た
の
は
１
９
５
０
年
、
朝
鮮

戦
争
が
勃
発
し
た
年
。
翌
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
平
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約
が
調

印
さ
れ
、
次
の
年
に
は
破
壊
活
動
防
止
法
。

「（
新
聞
部
の
編
集
長
を
し
て
い
た
）
自
分
自

身
も
Ｃ
Ｉ
Ｃ
と
い
う
情
報
機
関
か
ら
尋
問
を

受
け
る
し
、学
内
外
は
大
変
な
状
況
だ
っ
た
」

と
森
上
さ
ん
は
思
い
起
こ
す
。

　

こ
の
学
生
歌
の
誕
生
は
社
会
が
揺
れ
動
く

真
っ
只
中
の
１
９
５
３
年
９
月
。
学
友
会
が

学
生
か
ら
公
募
し
た
中
か
ら
２
期
生
の
三
沢

信
弘
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
三
沢

さ
ん
は
既
に
他
界
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
半

田
山
」
と
い
う
学
友
会
誌
創
刊
号
（
１
９
６

６
年
刊
行
＝
岡
山
県
立
図
書
館
蔵
）
に
寄
稿

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
「（
警
察
予
備
隊
が
岡
大
を
）

接
収
の
噂
は
私
に
は
大
変
く
ら
い
気
持
ち
を

い
だ
か
せ
た
。
そ
の
噂
が
し
き
り
に
な
が
さ

れ
た
の
は
冬
だ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。
学
生
歌

の
第
一
連
は
、
そ
う
い
う
私
の
せ
っ
ぱ
つ

ま
っ
た
気
持
ち
を
少
し
ひ
か
え
め
に
表
現
し

た
も
の
」
と
綴
り
、「
あ
の
学
生
歌
は
岡
大

創
生
期
の
社
会
的
背
景
や
学
内
の
ふ
ん
い
き

を
ぬ
き
に
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」。

こ
う
し
た
思
い
が

　

我
ら
は
集
ま
り　

半
田
山
の
山
裾
に

　
　

木
枯
ら
し
が
す
さ
ぶ
中
を

　
　
　
　
　

我
ら
の
学
舎
を
守
ろ
う

　
　
　
　
　
　

お
ゝ
岡
大　

我
ら
の
も
の

―
と
い
う
表
現
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

前
回
、「
岡
山
大
学
50
年
小
史
」
で
目
に

と
ま
っ
た
「
教
職
員
、
学
生
が
敷
地
内
に
入

り
、
徹
夜
で
管
理
し
、
守
っ
た
」
と
い
う
く

だ
り
と
こ
の
歌
詞
と
を
短
絡
的
に
結
び
付
け

た
た
め
、
指
摘
い
た
だ
い
た
よ
う
な
間
違
い

を
犯
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
お

借
り
し
て
、
お
詫
び
し
、
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
「
20
年
史
」
や
「
50
年
小
史
」、
学
友
会
誌
、

大
学
新
聞
な
ど
か
ら
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
大
学
の
誘
致
か
ら
創
立
前
後
、
そ
し
て

混
乱
期
、
様
々
な
逆
風
に
立
ち
向
か
い
守
り

抜
い
て
い
た
だ
い
た
先
人
の
努
力
に
感
謝
せ

ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
多
く
の
方
々
の
思
い
が
「
我
ら
の
学

舎
を
守
ろ
う
」
と
い
う
歌
詞
に
こ
め
ら
れ
て

い
る
の
も
確
か
で
し
ょ
う
。

　

昨
秋
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
で
、
応
援

団
総
部
が
声
を
か
ら
し
て
歌
う
学
生
歌
を
聞

き
な
が
ら
、「
守
ろ
う
」
の
精
神
は
し
っ
か

り
と
引
き
継
が
れ
、
息
づ
い
て
い
る
と
確
信

し
ま
し
た
。

寄稿
岡山大学Alumni
（全学同窓会）理事
� 川本　一之

学生歌
　（前号の訂正とお詫び）

農
学
部
同
窓
会

　
農
学
部
同
窓
会
広
島
支
部（
代
表
幹
事：

蔵
尾
公
紀　
生
機・遺
資　
平
成
7
年
卒
）

は
、
今
年
予
定
さ
れ
て
い
るAlum

ni

広

島
支
部
の
設
立
に
向
け
協
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年Alum

ni

東
京
支
部
設
立
の

動
き
に
連
動
し
て
、
農
学
部
同
窓
会
関
東

支
部
（
代
表
幹
事
：
中
川
襄
二　
農
工　

昭
和
28
年
卒
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設

立
総
会
に
は
会
員
約
40
名
の
他
、

Alum
ni

の
小
長
会
長
、
岡
大
東
京
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
加
本
氏
、
本
学
部
の

多
田
名
誉
教
授（
農
学
部
同
窓
会
副
会
長
）

と
上
村
教
授
（
代
表
幹
事)

が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
の
祝
賀
会
は
講
座
、
学

科
を
越
え
た
新
た
な
出
会
い
の
場
と
な
り
、

支
部
同
窓
会
の
発
展
を
願
い
学
生
歌
を
歌

い
ま
し
た
。
農
学
部
同
窓
会
で
は
現
在
、

松
山
支
部
（
愛
媛
県
支
部
）
設
立
に
向
け
、

諏
訪
玄
氏
（
農
化　
昭
和
52
年
卒
）
が
中

心
と
な
っ
て
賛
同
者
を
募
り
、
大
阪
で
も

日
野
智
和
氏
（
農
化　
昭
和
59
年
卒
）
が

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
、Alum
ni

大
阪

支
部
設
立
に
向
け
協
力
し
て
い
ま
す
。
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
事
務
室
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
農
学
部
同
窓
会
名

簿
（
有
料
）
を
ご
希
望
の
方
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

農
学
部
同
窓
会
事
務
室
：

　
０
８
６-

２
５
１-

８
２
８
５

http://www.okayama-u.ac.jp/user/agr/dousoukai.htm

国
際
同
窓
会

　
国
際
同
窓
会
は
、
平
成
23
年
の
設
立
以

来
、
帰
国
留
学
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

の
一
環
と
し
て
支
部
・
通
信
拠
点
の
設
立

を
進
め
て
お
り
、
現
在
13
か
国
に
お
い
て

28
か
所
（
通
信
拠
点
1
か
所
を
含
む
）
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
目
標
の
50
か
所

を
目
指
し
、
今
年
は
欧
米
に
も
注
力
し
て

い
く
所
存
で
す
。
各
支
部
で
は
活
発
に
活

動
を
展
開
し
実
績
を
上
げ
て
お
り
、
平
成

26
年
10
月
開
催
の
第
4
回
総
会
で
は
、
21

名
の
同
窓
生
が
各
支
部
の
活
動
等
を
発
表

し
ま
し
た
。
各
支
部
の
本
学
留
学
生
受
入

れ
に
対
す
る
ご
尽
力
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
留
学
生
が
入
学
し
ま
し
た
。
平

成
27
年
10
月
開
催
予
定
の
第
5
回
総
会
で

は
、
こ
れ
ら
各
支
部
長
等
か
ら
苦
労
話
な

ど
を
ご
発
表
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ト
ル
コ
の
支
部
設

立
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
ト
ゥ
ル
グ
ッ

ト
・
オ
ザ
ル
大
学
と
ジ
ル
ベ
大
学
と
の
交

流
協
定
締
結
が
平
成
26
年
末
に
成
就
し
ま

し
た
。
ジ
ル
ベ
大
学
で
は
、
本
学
の
二
宮

善
文
先
生
の
お
名
前
を
冠
し
た
研
究
室
が

設
置
さ
れ
、
岡
山
大
学
の
名
を
広
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
実
績
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
各
地
か
ら
こ
う
し
た
報
告
を
多
数

お
伝
え
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。�（
会
長　
張　
紅
）
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納入方法は、ホームページまたはAlumniまでお問い合わせください。� 終身会費：10,000円

注意喚起

会費納入の
お願い

‼

「岡大アラムナイネット」は、岡山大学の同窓生、在学生、
教職員、教職員ＯＢ等を対象とした交流ウェブサイトです。
ご登録いただくことで下記のような利用が可能になります。
また、このネットワークを活用した、在学生に対する就職支
援ネットワークの構築も目指しています。
○ 岡山大学 Alumni（全学同窓会）、岡山大学、学部同窓会

等からの情報を受けることができます。（イベント情報、
大学の動き等）

○ 「岡大アラムナイネット」に登録した会員同士で、ウェブ
上の交流が可能になります。※ご希望の方のみ　　他

　詳細および登録申請は岡山大学Alumni（全学同窓会）公
式ホームページをご覧ください。

　http://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/

「岡大アラムナイネット」を開設しました！
ぜひご登録ください。

岡山大学Alumni（全学同窓会）公式ホームページ

登録料・利用料
無�料

「岡大アラムナイネット」
をクリック


